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大腰筋CT値（以下、CT値）を計測し、検討を行った。2012 年⚗月から 2013 年⚓月までに当院救急外来を経
由し入院となった後期高齢者のうち、単純CT画像による筋断面積、CT値が計測可能であり、BMI、CONUT
score、自立度、MNA-SF® のデータを有する 81 名（男性 42 名、女性 39 名）を対象として、筋断面積とCT値
に対する様々な指標との関連について retrospective に解析を行った。平均筋断面積は男性 12.9±4.4 cm2、女

















法には DXA（dual-energy X-ray absorption）法、BIA















2012 年⚗月から 2013 年⚓月までに当院救急外来経由
で入院となり、入院時単純 CT にて L4 上縁レベルでの
大腰筋断面積が測定可能であり、解析に必要な身長、体

























12.9±4.4 cm2、女 性 9.0±2.7 cm2)、平 均 CT 値 は








採血データは CONUT score 算出に用いられるアルブ
ミン、リンパ球数、総コレステロール、さらに筋肉量を





















サルコペニアは 1989 年に Rosenberg により提唱さ












































れており9)、高橋ら4) は大腿四頭筋の MRI を、Kasai
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